
「⾷から⽇本を考える。NIPPON FOOD SHIFT FES.東京2022」開催概要
〜六本⽊ヒルズで、Z世代と「⾷の未来」を考える〜

我が国では⾷の外部化・簡便化が進む⼀⽅、⾷と農との距離が遠のき、農業や農村に対する国⺠の意
識・関⼼は薄れています。このような中、これからの⽇本の、そして⾃分たちの⾷を確かなものとす
るために、消費者と農林漁業者、⾷品事業者が出会い交わり、「⾷と農」への新たな気づきや発⾒を
し、意識と⾏動を変えていくためのきっかけ作りを⽬指しています。
この度、六本⽊ヒルズにおいて、収穫の秋を楽しみながら、⽇本の「⾷」が抱える課題や⽬指す未来
について、ともに考えるきっかけとする「NIPPON FOOD SHIFT FES.東京2022」を開催します。

■開催期間︓令和4年10⽉29⽇（⼟）11:00〜19:00、30⽇（⽇）11:00〜18:00
■開催場所︓六本⽊ヒルズアリーナ（〒106-0032 東京都港区六本⽊6­9­1）
■URL ︓https://nippon-food-shift.maff.go.jp/fes/tokyo20221029/
※本イベントは、新型コロナウイルス感染拡⼤防⽌対策や⾏政機関等からの要望、

⽅針により、内容が変更となる場合があります。

<添付資料＞

農林⽔産省では、令和3年度から、⾷と農のつながりの深化に着⽬した国⺠運動「⾷から⽇本を考え
る。ニッポンフードシフト」を実施しています。
この度、10⽉29⽇（⼟曜⽇）・30⽇（⽇曜⽇）の２⽇間、六本⽊ヒルズアリーナにおいて、農林漁
業者・⾷品事業者及び消費者が、⽇本の⾷が抱える課題や⽬指す未来について、ともに考えるきっか
けとなるイベント「⾷から⽇本を考える。NIPPON FOOD SHIFT FES.東京2022」を開催します。



１．「⾷から⽇本を考える。NIPPON FOOD SHIFT FES.」オープニングステージ
いよいよ始まる「NIPPON FOOD SHIFT FES.」。
イベントに参加するみなさんと⼀緒に開会宣⾔をするとともに2⽇間のオープニングを飾ります。

■開催⽇時︓10⽉29⽇（⼟）11:30〜11:50
■出演者 ︓川瀬良⼦ ⽒ / タレント 他

２. 今こそ伝えるべき︕⽜乳のセカイ
いつでもどこでも⼿に⼊れることができる「⽜乳」。でも、そんな⾝近な存在がどのような
プロセスを経て、⼿元に届いているか考えたことはありますか︖
みんなが知っているようで知らない「⽜乳のセカイ」を明らかにすべく、
Z世代メンバーが酪農の現場へ潜⼊取材し、
イマドキのショートムービーを活⽤してレポートを⾏うステージです。

■開催⽇時︓10⽉29⽇（⼟）12:30〜13:30
■出演者 ︓プログラムに参加したZ世代メンバー

川瀬良⼦ ⽒ /タレント

＜川瀬 良⼦⽒＞

■トークセッション概要 （順不同）

【展開概要】

■10⽉29⽇（⼟）11:00〜19:00

11:30 ▶ 11:50 「⾷から⽇本を考える。NIPPON FOOD SHIFT FES.」オープニングステージ
12:30 ▶ 13:30 今こそ伝えるべき︕⽜乳のセカイ
14:00 ▶ 15:00 Z世代がJA全中の会⻑に聞いてみた
15:30 ▶ 16:00 農業⼥⼦発の絵本『おいしいまほうのたびあさごはんのたね』の絵本ライブ
16:30 ▶ 17:30 ⿓⾕⼤学「ぶどう⼭椒の発祥地を未来へつなぐプロジェクト」4年間の軌跡

■10⽉30⽇（⽇）11:00〜18:00

11:30 ▶ 14:00 100⽇後にできる「Z世代プロデュースカフェ」プレゼンステージ
14:30 ▶ 15:30 クイズで⾷の新発⾒︕クイズ︕ニッポンフードシフト︕
16:00 ▶ 17:00 ⽴正⼤学Z世代が考える︕「未来の⾷と農」教育プロジェクト

■トークセッションタイムテーブル

３．Z世代がJA全中の会⻑に聞いてみた
⽇常において⾝近な⾷材をテーマとした体験プログラムを通じて、⾷や農業と向き合うことで
「あれ、実は当たり前のように毎⽇⾷べているものって本当は当たり前じゃない︕︖」と気づき、
「⾷料安全保障」や「農畜産物の適正な価格形成」を考えるきっかけを得たZ世代たちがJA全中会⻑に
率直に質問し、リアルな現状を教えてもらい、これからの⽇本の⾷の未来について語り合うステージ。

■開催⽇時︓10⽉29⽇（⼟）14:00〜15:00
■出演者 ︓中家徹 ⽒ / 全国農業協同組合中央会代表理事会⻑

Z世代代表者6名
川瀬良⼦ ⽒ / タレント

＜中家徹⽒＞



5．クイズで⾷の新発⾒︕クイズ︕ニッポンフードシフト︕
Z世代を中⼼としたチームやタレントチーム、マルシェ出展者で編成されたチームなど、
様々な⽅々がステージにあがり、⾷や農をテーマに熱いクイズバトルをステージで繰り広げ、
クイズを通して⾷と農の新たな側⾯に触れます。

■開催⽇時︓10⽉30⽇（⽇）14:30〜15:30
■出演者 ︓⿓⾕⼤学・⽴正⼤学の学⽣、イベント内出展事業者

陳内将/俳優、川瀬良⼦/タレント

6．Z世代が考える︕「未来の⾷と農」教育プロジェクト
⽴正⼤学では⾷と農をテーマに、フィールドワークなどを通し、様々な事を学んでいます。
学⽣が⾃⼰の⽬線で”⾷と農”の課題を、農業を通じて深く考え話し合い、その上で学⽣たちが先⽣となり
⼩学⽣に出前授業を実施してきました。今回のテーマは持続可能な未来の⾷と農。
⾷と農に関する授業の様⼦や議論した結果について、実習や実体験を踏まえた若者独⾃の視点から発表します。

■開催⽇時︓10⽉30⽇（⽇）16:00〜17:00
■出演者 ︓⽴正⼤学⻄⾕ゼミの学⽣

4． 100⽇後にできる「Z世代プロデュースカフェ」プレゼンステージ
「NIPPON FOOD SHIFT FES.」の会場にオープンする架空のカフェ「ニッポンフードシフトカフェ」。
イベント開催100⽇前に、カフェで提供するスイーツメニューの開発を若者マーケッター集団「ワカスタ」と
⾷の分野に特化した⼈材を育成する専⾨スクール「レコールバンタン」に所属するZ世代たちに依頼。
「国産素材だけで“Z世代に受け⼊れられるスイーツ”を製作せよ︕」
という課題に対して、異⾊のZ世代同⼠の強みを掛け合わせて取り組み、
その過程で得た学びや成果を発表します。

■開催⽇時︓10⽉30⽇（⼟）11:30〜14:00
■出演者 ︓プログラムに参加したZ世代メンバー

川瀬良⼦⽒ /タレント

＜陳内 将⽒＞

7.「ぶどう⼭椒の発祥地を未来へつなぐプロジェクト」４年間の軌跡
「産地を未来へつなげ︕」⼭椒の国内⽣産７割を占める和歌⼭県。
その⼀⼤⽣産地、有⽥川町はぶどう⼭椒の発祥地であるにも関わらず、農家の⾼齢化や後継者不⾜等の
社会的課題に直⾯していました。⼤学⽣たちが現地に通い、産地を未来につなげるために取り組んだ
４年間について⿓⾕⼤学経営学部藤岡ゼミのメンバーがお話します。

■開催⽇時︓10⽉29⽇（⼟）16:30〜17:30
■出演者 ︓⿓⾕⼤学経営学部藤岡ゼミの学⽣

8. 農業⼥⼦発の絵本『おいしいまほうのたび あさごはんのたね』の絵本ライブ
農業は楽しい︕を⼦どもたちに伝えようと、全国の農家さんに農業の魅⼒をインタビューして、
クラウドファンディングで作った絵本。畑の妖精はたぽんと季節をめぐる旅をします。そしてタネから育てる
喜びを⼦どもたちが体感する。そんな絵本の読み聞かせです。農業を⼦どもたちのあこがれの職業にしたい︕
そんな想いでつながる農業⼥⼦をはじめとする多様なオンラインコミュニティメンバーによる
絵本ライブステージ。農業⼥⼦が発信する「農業+⾷育」プロジェクトです︕

■開催⽇時︓10⽉29⽇（⼟）15:30〜16:00
■出演者 ︓横⽥祥 ⽒ / AGRI BATON PROJECT 代表、他7名



２．- シ展。-  これからの⾷とデザインを、様々なシテンで考えてみる。
デザインを学ぶZ世代による「⾷料問題や⾷の価格転嫁」に関する探求成果のグループ展です。
⽣産者や⾷品関連事業者へフィールドリサーチを⾏い、これからの⾷をデザイン視点で
考え直すプロジェクトを⾏いました。
「シ展。2022-2023」
この展⽰は、より良い未来に向ける「始点」になるとともに、
未来を⽀える 「⽀点」にもなる。
しかし、考えることをやめてしまうと取り返しのつかない「死点」へと向かうことになる。
今この瞬間、どんな「視点」をもって未来を創っていくのか。
現代を⽣きる私たちの⼿に、委ねられている。

１．100⽇後にできる「Z世代プロデュースカフェ」ブース
若者に⾝近な「スイーツ」という⾷の切り⼝でZ世代たちが⾷や農について
学習・体験するプログラム「100⽇後にできるZ世代プロデュースカフェ」を通して
できあがった実際のスイーツメニューのレシピカードを配布し、本ブースにおいて
数量限定でのスイーツ販売も⾏います。

■展⽰・体験 ※開催⽇時はイベント開催時間に準じます

３．Z世代が考える︕「未来の⾷と農」教育プロジェクト
NES ラボステーションは、⼤学⽣が中⼼になって、「⾷と農」をテーマに
フィールドワークやアウトリーチ活動を展開しています︕
学⽣⾃らが「⾷と農」を様々な⾓度から捉え、学んだコトをいろんなカタチにして発信。
学⽣のフィールドワークや農業体験の様⼦、⼩学⽣との協働授業でグループ活動を⾏った
様⼦をご紹介します。
若者たちと⼀緒に「持続可能な未来の⾷と農」について考えてみませんか。

４．ポップアップストアMarché Ryukoku︕
旬の⽢酸っぱいりんご、鮮烈な⾹りのぶどう⼭椒、濃厚みかんジュース。
⿓⾕⼤学藤岡ゼミがこれまでのプロジェクトで連携した産地の選りすぐりの農産物、
加⼯品を集めました。2015年から京都で開催してきた⿓⾕⼤学藤岡ゼミポップアップ
ストア「Marché Ryukoku︕」を２⽇間限定でオープン。「ぶどう⼭椒をかけて⾷べる
カレー」や「ぶどう⼭椒かほるマドレーヌ」などオリジナル開発商品も販売します。

5．”意外と知らない種のあれこれ”種植え体験 in 六本⽊ヒルズ
意外と知らない種のあれこれを聞きながら、簡単に種植え体験ができるコーナーです。
参加者には先着で種を植えたプランターをプレゼントします。
⼩さいお⼦様でも参加できるので、ぜひお越しください。

6．ハロウィンデコレーション（協⼒︓全国農業協同組合中央会）
10⽉31⽇のハロウィンにあわせ、かぼちゃを使⽤した
ハロウィンらしいデコレーションを設置し、イベント会場を彩ります。
また、希望者には先着で、国産のかぼちゃを
「お家で作れる国産かぼちゃレシピカード」と⼀緒にプレゼントします。

※イメージ

７．農林⽔産省関連ブース
■⾷卓とつながる森の恵み｜林野庁
■農業⼥⼦プロジェクト｜農林⽔産省 経営局 就農・⼥性課
■さかなの⽇ もっと⿂を⾷べよう・知ろう｜⽔産庁
※以下、合同ブース
■農業農村整備事業｜農村振興局
■地理的表⽰（GI︓ジーアイ）って何︖｜⽇本地理的表⽰協議会
■「うちの郷⼟料理〜次世代に伝えたい⼤切な味〜」｜新事業・⾷品産業部 外⾷・⾷⽂化課
■⽜乳でスマイルプロジェクト｜農林⽔産省・（⼀社）Jミルク
■⾷育関連のチラシ配布｜農林⽔産省消費・安全局消費者⾏政・⾷育課
■⽇本茶と暮らそう「毎⽇お茶のある暮らし」｜農林⽔産省農産局果樹・茶グループ



⾷の未来のために様々な「フードシフト」を実践する⽣産者・⼩売・加⼯他関連事業者が、⾃慢の逸品とともに、
六本⽊ヒルズアリーナに集合︕直接コミュニケーションをとりながら、買い物を楽しめる場を展開します。

ニッポンフードシフトに賛同する「六本⽊ヒルズ」と「JAグループ」がタッグを組み、⽇本の農家が丹精込めて
育てたA5ランクの和⽜で作る国消国産メニューを味わえるレストランフェアを開催します。

■開催⽇時︓10⽉14⽇（⾦）〜11⽉6⽇（⽇）
■参加店舗︓37 ステーキハウス ＆ バー

中国料理 ゴールデンタイガー
⽼四川 飄⾹⼩院
ヒルズ ダル・マット
⽑利 サルヴァトーレ クオモ
グランドフードホール
ぴんとこな
パスタ&ピッツァ ウオタ
KOREAN BBQ ⽔剌間
天蒼々
レグリス
ラトリエ ドゥ ジョエル・ロブション ※順不同

■公式サイト︓https://www.roppongihills.com/events/2022/10/0076.html

■関連イベント 六本⽊ヒルズ×JAグループ 和⽜祭

■マルシェ

代官⼭⻘果店
HATAKEYA/⻘⽊農園 ⼋〇九 納⾖マルシェ・極︕ ほぐれおにぎり

スタンド

THE GOODLAND
MARKET Syncs. Earth

KEIMEN ZAB

◎その他、⽣産者によるマルシェ出展なども予定しております。

overrideAIGLE

ovgo B.A.K.E.R

餃⼦超⼈
オガサラワガク

LFCコンポスト



推進パートナーへの登録をお願いします

簡単︕4STEPで登録完了

ニッポンフードシフトの運動趣旨に共感いただける⽅であれば、
企業、団体、個⼈問わず、ご登録いただけます。


